
【令和８年度】 

 「第２９回 げんでん科学技術振興事業」への応募のご案内 

                    （公財）げんでん ふれあい茨城財団 

  本事業は、㈱茨城新聞社の特別共催、日本原子力発電㈱の協賛及び茨城県教育委員会、茨城県

教育研究会、茨城県高等学校教育研究会、ＮＨＫ水戸放送局の後援を受けて、県内の小学校（義務

教育学校前期課程、特別支援学校小学部を含む）、中学校、中等教育学校（義務教育学校後

期課程、中等教育学校前期課程及び特別支援学校中学部を含む。）及び高等学校（中等教育

学校後期課程及び特別支援学校高等部を含む。）を対象に行う事業です。 

           詳細は別添の「同実施要領」をご参照下さい。 

１．趣  旨 

茨城県内の小学校、中学校、中等教育学校、高等学校及び特別支援学校の児童・生徒

から科学技術に係る調査・研究計画を公募し、優れた計画に対して助成するとともに優秀な

調査・研究成果に対し、「科学技術振興大賞」、「同奨励賞」及び必要に応じ「同特別賞」を

授与することにより、明日を担う児童・生徒の科学技術に関する独創性と豊かな創造性の育

成を図る。 

２．応募資格 

茨城県内の小学校（義務教育学校前期課程、特別支援学校小学部を含む）、中学校、中

等教育学校（義務教育学校後期課程、中等教育学校前期課程及び特別支援学校中学部を

含む。）、高等学校（中等教育学校後期課程及び特別支援学校高等部を含む。）の学校単位

で応募（児童・生徒のグループ、学級、部活動、同好会 等） 

３．調査・研究の対象 

  （１）小学校・中学校の部においては、理科を対象とする。 

  （２）高等学校の部においては、物理、化学、生物、地学、工業、農業、水産等の自然科学に関する

ものを対象とする。 

  （３）上記（１）～（２）のほか、科学する心の育成に役立っている研究、或いは地域社会の課題を捉

えた調査・研究でもよい。 

  （４）調査・研究は、単一のテーマとする。 

  （５）同じテーマの継続については、発展性のある研究計画であること。 

４．助成対象校の選考及び内容 

  （１）助成対象校は、原則として２０校程度とするが、小学校・中学校・高等学校の部毎に、応募校数

に応じて選考する。 
  （２）選考は、茨城県教育庁、茨城県教育研究会理科教育研究部及び茨城県高等学校教育研究

会の協力を得て、選考委員会を設置して行う。 
  （３）選考委員会により、助成校に選ばれた学校に対しては、校長に通知の上、助成金（１０万円）を

支給する。 

５．調査・研究成果の提出及び科学技術振興大賞並びに同奨励賞等の授与 

  （１）助成を受けた児童・生徒のグループは、調査・研究計画書に基づき、調査・研究を行い、その

成果を財団事務局に期限までに提出する。 

  （２）調査・研究の成果については、選考委員会において選考し、小・中・高等学校の部各１校に「げ

んでん科学技術振興大賞」（賞状・奨金１０万円）を、小学校・中学校の部各２校、高等学校の部

１校に「げんでん科学技術振興奨励賞」（賞状・奨金５万円）を、また、『げんでん科学技術振興

特別賞（賞状及び賞金５万円）』に選考された学校があった場合は、同賞を同校へ授与する。 
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